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本県には、国指定の盛岡城跡をはじめ、数多くの城跡や館跡があり、県民に親しま

れております。

これらの城館は、歴史の進展に伴い、そのほとんどが廃墟と化し、栄枯盛衰の姿の

みをとどめておりますが、しかし、その中には、往時の人々の歴史や文化を知る貴重

を手がかりが秘められており、私たちにとって、かけがいのをい大切を文化財となっ

ております。

また、これらの城館跡の中には、史跡公園として整備され、歴史へのふれ合いの場と

して、あるいは地域の人々の憩いの場として、生かされ、活用されている所もありま

すが、近年における開発事業の進展は、城館跡にも波及するようにをり、保護の対策

が課題と有っております。

県教育委員会は、このよう勧犬況に対処し、城館跡の周知と保護の促進を図るため、

文化庁の補助を得て、県下全域を対象として、中世の城館跡を中心に、古代の城柵跡

から近世の居館跡まで、現地踏査による総合分布調査を実施し、その成果を、報告書

としてまとめました。

この報告書は、現地調査から資料の収集、整理にいたるまで、昭和57年度以来4年

の歳月をかすて作成刊行されたものでありますが、この間、調査指導員の先生方をは

じめ、調査員、地区調査員の方々、さらに、市町村教育委員会の多大のご指導、ご協力

を得て刊行の運びとをったものであります。

ここに、関係者の方々に衷心から感謝申し上げます。

本報告書が、古里の歴史を解明する手がかりとして、また、地域を理解する資料と

して、できるだけ多くの県民にご覧いただき、広く活用されることを願ってやみませ

ん。

昭和61年3月

岩手県教育委員会

教育長 中 島 孝 助

一
門音容∃





例 口

1.本書は、岩手県教育委員会が国庫補助金の交付をう肯、昭和57年度から60年度の4ヶ年にわたり実施した「岩手

県中世城館跡調査事業」の報告である。

2.調査は岩手県教育委員会が主体となり、別に委嘱した調査指導員、調査員、地区調査員を中心として、各市町村

教育委員会の協力のもとに実施した。

3.調査対象は、本県内に所在する古代から中世末期までの城館跡を中心としたが、一部に近世の城郭も加えた。

4.各城館跡の名称は、原則として文献に見えるものを探聞した。古文献に見えないものは地元の通称にしたがい、

それも欠くものは小字名等を参照して、便宜的に命名したものもある。

5.調査にあたっては、古文書、古記録、地誌類、県市町村史、字切図、地籍図、古絵図、伝承、諸先学の研究業績

等を活用するよう努めた。

6.本調査事業の成果の詳細(調査カード等)は、岩手県教育委員会事務局文化課において保管している。

7.本書は、 (1関係持論、 〈2地区概観、 (3滅館跡一覧表、 (4城館跡個別記述、 (5)分布図から構成されている。

(1)関係持論は、本県における古代末期から中世終末期までの城館研究成果のうちから、今後のこの分野の研究に

資すると思われるテーマを選択してある。それは歴史の大勢、研究上の留意点、遺物頬に係るものである。

ほ)地区概観は、 11地区の歴史的背景と、城館跡の分布状況について略述している。 11地区は、教育事務所の所在

地区によったものである。それは歴史的背景と大略一致する区分である。

(3)城館跡一覧表は、各城館跡の概要を把握できる項目立てとした。なお、近世文書との対照の煙を考慮し、江戸

時代以降の村名等を行政変遷欄に示すこととした。

(4)城館跡個別記述は、比較的保存状況良好をものの既述と、当該地区の歴史に重要を位置を占めるもの、あるい

は発掘調査が実施されて、その内容が明らかになっているものの詳述の二種とした。

(5)分布図は、 20万分の1地形図に位置と番号を示した。なお、個別記述部分にも位置は示してある。

8.本書の執筆分担は次のとおりである。なお、これが同時に昭和60年度の調査体制ともなっている。
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岩手県城館跡の一類型 -いわゆる蝦夷館について一

北上・和賀地区概観、北上市、和賀町、湯田町、江釣子村、沢内村

岩手県内城館跡出土の陶磁器類について

紫波地区概観、盛岡市、雫石町、紫波町

岩手地区概観、岩手町、葛巻町、西根町、玉山村、滝沢村、胆沢村、衣川村、

野田村

胆江地区概観、水沢市、前沢町、金ヶ崎町

気仙地区概観、松屋村、都南村、花泉町、東山町、室根村、大船渡市、陸前高

田市

西磐井地区概観、一関市、平泉町

稗貫地区概観、花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町

下閉伊地区概観、矢巾町、宮古市、山田町、岩泉町、田老町、田野畑村、新里

村、用井村

二戸、九戸地区概観、種市町、山形村、大野村、一戸町、軽米町、九戸村

久慈市、普代村、二戸市、浄法寺町、安代町

東磐井地区概観、千慨町、大東町、藤沢町、川崎村

岩手県教育委員会事務局文化課 上閉伊地区概観、釜石市、遠野市、大槌町、宮守村、江刺市、住田町、
里吐_三堅里」

二 図書雪



調 査 の 方 法

調査は本県内に所在する城館跡を、周知の埋蔵文化財包蔵地として全県を網羅的、かつ統一的に把握することを目

的として「岩手県中世城館跡調査実施要項」に塞き実施した。 「調査要項」は次のとおりである。

岩手県中世城館跡調査実施要項

1.調査日的 本県には、国指定史跡九戸城跡をはじめとする多数の中世城館跡が残存しているが、近年では

これら城館跡に係る開発行為が多発し、その保存に重大を懸念が生じている。本調査はこれらの

遺跡について、その周知徹底と保護対策をたてることを目的とし、総合的を調査を行うものであ

る。

2.調査計画の概要

(l)調査主体者

(2)調査協力機関

(3)調査期間

(4)調査対象地区

岩手県教育委員会

各市町村教育委員会

昭和57年へ60年度

県内全域

第一次(57年度)岩手・紫波、稗貫、二戸各教育事務所管内

第二次(58年度)和賀、胆江、西磐井、東磐井各教育事務所管内

第三次(59年度)気仙、上閉伊、下閉伊、九戸各教育事務所管内

第四次(60年度)補足調査、調査報告書刊行

3.調査方法 調査員を委嘱し、下記の事項について遺跡の調査を実施する。

(l)調査対象 館、砦、要害、柵、物見台、燈火台等

(2)調査内容 ① 城館跡等に関する資料の収集

② 城館跡の所在確認

③ 城館跡の規模・残存状況等の臨地調査

4.調査結果のまとめ

(1)調査カードに記録し、県教委が集約する。

(2)報告書は60年度に作成し、内容は概ね調査カードの記入項目に準ずる。

5.調査員 調査指導員と調査員は文化課で選任し、地区調査員は市町村教育委員会の推薦により、それぞ

れ岩手県教育委員会教育長が委嘱する。

6.費用の支弁 調査員が調査に従事した場合、謝金および旅費を予算の範囲内で支給する。

調査内容は「岩手県中世城館総合調査カード」に記入し記録化した。カードの様式は次に示したとおりである。参

考までに調査項目を書き出しておく。

名称(別称)、所在地(行政変遷)、立地、地目、所有関係、残存状況、指定関係、他の法律との関係、予想さ

れる開発計画、管理状況、破損状況、残存する遺構の種別、地籍図上の特色、研究史(論文、地方史関係文

献等)、史料、伝承、地名(大字、小字)、遺物、交通路、市場等、手工業関係、農業関係、宗教・信仰関係、

集落との関係、関連城館、古戦場、築城者、築城時期、存続期間、主要居住者(変遷)、築城から廃城までに

加えられた変化、主な事件、機能(性格、軍事的側面、日常生活的側面)、位置図、略測図(歩測図)、写真

資料不足から記入不能の項目も多いと思われたが、可能を限り収集に努めることとした。

-
4
-
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昭和57年度調査員及び調査担当地区一覧
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調 査 の 結 果

4ヶ年の調査によって下表のとおりの城館跡を確認できた。

確 認 城 館 数

57 年 度 58 年 度 59 年 度 

市 町 村 既知ヶ所 確認ヶ所 市 町 村 既知ヶ所 確認ヶ所 市 町 村 既知ヶ所 確認 

盛 岡 市 20 27 北 上 市 62 68 大船渡市 11 

岩 手 町 
17 上 

12 和 賀 町 16 22 陸前高田市 22 

! 雫石町巨

20 25 湯 田 町 8 9 住 田 町 10 

葛 巻 町 
)25 l 

31 江釣子村 7 8 三 陸 町 8 

西 根 町 12 9 沢 内 村 9 14 釜 石 市 9 

玉 山 村 33 36 水 沢 市 33 38 遠 野 市 41 

滝 沢 村 4 7 江 刺 市 82 80 大 槌 町 3 

松 尾 村 8 7 前 沢 町 15 17 宮 守 村 15 

紫 波 町 46 51 金ヶ崎町 20 17 宮 古 市 32 

矢 巾 町 8 10 胆 沢 町 17 16 I 山田町;20 
) 

都 南 村 11 11 衣 川 村 12 10 岩 泉 町 11 

花 巻 市 30 30 
一

関 市 45 44 田 老 町 1 

大 迫 町 34 29 平 泉 町 14 31 田野畑村 7 

石鳥谷町 21 36 花 泉 町 42 48 新 里 村 9 

東 和 町 20 22 千 厩 町 34 52 川 井 村 9 

二 戸 市 25 26 大 東 町 29 47 久 慈 市 14 

一 戸 町 20 23 藤 沢 町 32 33 種 市 町 4 

浄法寺町 16 23 東 山 町 8 14 野 田 村 5 

安 代 町 13 15 室 根 村 18 21 山 形 村 13 

軽 米 町 20 32 川 崎 村 11 15 大 野 村 12 

九 戸 村 9 17 普 代 村 5 

計 412 479 計 514 604 計 268 3 

総 計 既 知 数 1,194 確 認 数 1,429 

-
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岩手県の古代・中世の政治動向

大化改新による天皇を中心とする統一国家の形成に伴っ

て、これまで蝦夷のすみかの道奥として、その開発がなお

ざりにされていた東北地方の開発が積極的に進められるこ

とに在った。

まず、斉明天皇4 (658)年、阿倍比羅夫による秋田方面

の経営が始まり、太平洋岸方面の開発では和銅2 (709)年

に第1回の征討が行われた。その結果、和銅5(712)年に

は出羽国が置かれ、陸奥国の征討も、開始して15年目の神

色元(724)年には多賀城が建設されるまでにをった。

しかし、それ以北の奥地の経営は容易ではをかったもの

のようで、宝亀11 (780)年には、漸く覚驚城が建設される

状態であった。この覚驚城は、その年に起った伊治公営麻

呂の叛乱によって完全に破壊されたらしく、現在もその所

在地について、岩手県内に入った所に造られたものか、宮

城県内に留まっていたのか不明の状態である。

このような叛乱が起き、蝦夷地の征討が進まない原因は

岩手県の胆沢地方が賊奴の奥区に存在することにあるとし

て、その地方の征討が進められることに在り、延暦 7 年

(788)、朝廷は紀古佐美を征東大使として、 5万2千人の大

兵を以てその征討に当たらせたが、大敗を喫し、紀古佐美

はその責任によって任を解かれた。朝廷は延暦10 (791)

年、新たに征討大使に大伴弟麻呂、副使に坂上田村麻呂を

任命して、 10万人の大軍で征討に当たらせたが、未だ十分

な成果をあげることができなかったので、延暦16 (797)

年に坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命して、再びその征討

に当たらせた。その結果、延暦21 (802)年に胆沢城、延

暦22 (803)年に志和(波)城の築城とをって、成果をあげ

ることができた。しかし、奥地には蝦夷の残存するものが

あり、その征討が田村麻呂によって計画されたが、実現を

みないで中止された。続いて嵯峨天皇弘仁2 (811)年、

文屋綿麻呂が征夷大将軍として征討に当たり、爾薩体・閉

伊2村の賊を征討することによって、その討伐の事業は一

応終了した。綿麻呂は志波城の位置が水害を蒙って適当で

ないというので、徳丹誠を新たに築城した。志波城は、前

線基地として、規模も機構も鎮守府である胆沢城にまさる

とも劣らぬ規模と機構をもっていたが、徳丹誠は、その規

模も機構も縮小したものとなり、蝦夷地平定の事業も一応

完成したことを物語っている。

軍事的を征討の事業の完了に伴って、内治に重点が置か

れ、神社や寺院が建立され、僧侶なども派遣されて、この

-
3
-
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地方の人心の教化が図られた。また、蝦夷と云われた人々

の一部を東国や西国に移住させる一方、関東や中部地方の

人々をこの地方に集団移住させて、その開発を促進させる

ことにをった。 「和名抄」を見ると、郷村名として、磐井

郡に丈几・山田・沙沢・仲村・磐井、江刺郡に大井・信濃

・甲斐・稲井、胆沢郡に白河・下野・常口・上総・余戸、

気仙郡に気仙・大島(高山寺本による)をあげているが、

関東・中部地方の人々が移住して村を作っていた一端が知

られる。

神社では「延書式」を見ると、胆沢郡に磐神社・駒形神

社・和我叡登挙神社(和賀郡の飯豊神社の錯誤であろう)。

右手堰神社・胆沢川神社・止止井神社・於呂閉志神社、斯

波郡に志賀理和気神社、気仙郡に理訓許段神社・登奈孝志

神社・衣大手神社、磐井郡に配志和神社・傍草神社、江刺

郡に鎮同神社があげられている。

寺院では、 「文徳実録」天安元(857)年6月2日の条に

「陸奥国にある極楽寺を定額寺に預ける。」とある。極楽寺

は、北上市稲瀬にある国見山極楽寺がそれに当たると考え

られている。そのほか、水沢市黒石にある黒石寺に安置さ

れている木造薬師如来坐像には「貞観4年12月」の胎内墨

書銘があり、当時岩手地方で造られた仏像と見られる点か

ら、黒石寺がこの頃作られていたことを物語るものである。

このほか、和賀郡東和町成島の毘沙門天立像と、その脇

にある阿弥陀如来立像、伝吉祥天立像をども古い仏像であ

る。これらは、平安時代の初期開拓期に創建された寺院で

あると考えられる。また、錠彫りといわれる丸ノミで作っ

た浄法寺町天台寺の諸仏像などについては、種々異見もあ

るがこの頃のものと考えたい。

北上川や馬渕川の流域の平地や台地一帯に、奈良時代に

蝦夷といわれた人々の集落である竪穴住居跡群が存在する

が、それ以上に平安時代の竪穴住居跡群の集落も存在する

ことが最近の調査で明らがこなった。なお、花巻市の胡四

王山の山頂近くに空堀が三重に風らされ、そこにある平安

時代の一群の竪穴住居跡群がそれと関係があるものかどう

かは興味のあるところである。

平安時代の半頃、中央政治が弛緩し、地方政治が混乱し

た際に、武士が勃興し、地方に飯乱が続出したが、岩手県

には、この時代を代表する「前九年の役」と「後三年の役」

の両乱が起り、源氏の武門の棟梁としての名声を高めた。

それがその後、曲折はあったが頼朝の武家政治実現への大



き毒力と在ったのである。

「前九年の役(105lへ1062)」は、厨川柵を本拠として、

衣館上月ヒの北上川・中流域を支配した安倍氏の叛乱である

が、安倍氏はその勢力が強まると、衣関の以南にも勢力を

進出して諸柵を築き朝命に背いた。朝廷は源頼義を陸奥守

として、その鎮定に当らせたので、一旦は安倍氏も降伏し

て叛乱はおさまったが、頼義の任期があけて帰る際に事件

が起き、戦乱が再び起った。その平定には、出羽の豪族清

原武即の救援があって、漸く戦乱はおさまったこ

安倍氏の北上川流域に設けた諸柵の主要をものは、北上

川の西岸で、奥羽山脈に発して北古口に流入する支流河川

の北岸の台地に、河川を南にひかえた北側に置かれている。

つまy主 南方からの侵入にそなえたものといえる。それに

対して、蝦夷地征討の際に築かれた肺尺城や志波城は、支

流河川の南側に設けられ、北方に備える形をとっている。

ただし、徳丹城だ出ま、その必要も無くなっている。

その後、清原氏が出羽の故地とともに安倍氏の支配した

奥六郎を支配したが、その一族に内証が起きたのが「後三

年の役(1083へ1087)」である。その鎮定は、陸奥守であっ

た源発音によってをされたことが、義孝の声望をますます

高めたので、朝廷はその声望の高まるのを喜こぼす、この

戦乱を私の争いとして、その功に報ゆるところが蕪かった

ばかりか、轟音の陸奥守の任を解いて無官とした二 義素は

私財を割いて部下の功に報いたことが、武門の棟梁として

源氏の声望を確立することとなった。

「後三年の役」によって、清原氏は自滅したが、その後

に指頭したのが藤原氏で、清衡・基衡・秀衡の三代百年の

栄華が実現した。藤原氏の初代清衡は、前九年の役に捕え

られて惨殺された藤原経清の子であったが、その母は安倍

氏の出身であり、後に清原武即の子武員の妻となったので、

その連子として清原氏に嚢をわれ、清原兵衛の没後、奥六

郎を清原武術と二分し(武術が岩手・紫波・稗貫三郡、清

衡が和賀・江刺・胆沢三郎)て治めたが、武術が清衡の勢

力を憎んで、その館を急襲して暗殺を企てたことから、ま

た戦乱が勃発した。両者の争いは轟音の救援を得た清衡の

勝利となって、奥六郎を清衡が支配することになった。清

衡は江刺の豊田館から、奥六郎の関門の平泉に居館を移す

とともに、ここに関山中尊寺を建築することになった。こ

れは、長い間の戦乱で戦没した露を弔うとともに、仏教に

よる文化の華をこの地に咲かせること、併せて奥州ならび

に国家の平安を祈念することにあった。この平和主義の文

化振興は、その後、基衡・秀衡に引きつがれ、三代百年の

文化の華が開くことになった。中でも秀衡は陸奥守と鎮守

府将軍にも在り、名実ともに「北方の王者」として君臨し

ー
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た。

この平和を藤原氏の支配も、頼朝の武家政治:ニよる全国

制覇の前に、秀衡はよく抵抗して、一歩も奥州:二手を触れ

させなかったが、囲代目の凡庸を泰衡はそれに持し得ず、

頼朝の前に滅亡した。

この地方も鎌倉幕府の支配下に入ると、多数の闊葉樹素

人が奥州に下向し土着することになった。武素日計臣二は、

平安時代からこの地の特産とされてきた馬は、当時の武士

の重要な武具の一つであったので、関東御家人はこの地方

に多大の関ノ心をもったことが考えられる。

関東御素人の所領拝領についてみると、南部氏が広大を

様郡部を一人で拝領したとか、葛西氏が胆沢郡や工刑部な

ど広大を所領を拝領して、その下に干葉氏など宥買いたな

どということは、当時はあり得をいことで、実際には、多

くの御素人が独自にそれぞれ所領を拝領し、それも数ヶ所

に分れていたことが考えられるが、それについて(り詳述は

省略する。いずれにしても、関東武士が各地に土地を拝領

するとともに、その地に館を築いて居住することにをっ

た。

これらの館が当初から、防衛的を要素をもったものかど

うか明らかでをいが、鎌倉時代末一南北朝の争乱に伴う戦

乱は、各地の武士をして、外敵の侵入を防ぐたけ=こ、河川

を利用した丘陵などの要害の地を選んで館を構えさせるこ

ととなっていく。

それは室町時代から戦国時代へと進むとともに、いっそ

う防衛的要素が整備されていったと考えられる。この戦国

の争乱のうちに、北奥の糠部地方は南部氏によノンで、県南

の胆沢・磐井・気仙郡の地方は葛西氏によって一[補真如さ

れるところと在り、南部領・葛西領と在ってい←タだ。その

中間の岩手・紫波・稗貫・和賀・上閉伊郡など仁は、それ

ぞれ一部乃至半郡を支配する戦国武将が輩出した,戦国時

代に各地域がどの武将の配下に入ったがま個別に述べられ

ているので省略するが、各地に土着の武装した婁族が、要

害の地に館を設けて、それぞれの地方を支配した了南部叢

書』に収められている「邦内郷村志」に記載されている館

跡や『宮城県史』に収められている「仙台領古城書立の党」

にのっている館跡は、戦国時代の各地の案族によって営な

まれたものである。その中で、有力を者ほど規模も大きく

防衛的機能も整備されていたと考えられる。

これらの諸城も、秀吉の天下統一十二よる「一国一城」の

方針のもとに、大半は破却されることになった。「盛岡南部



家文書』の「天正18年7月27目付け、豊臣秀吉朱印状」①

と、「天正20年6日工l目付け、南部大膳大夫分国之内諾城破

却書上之事」 ②は、この間の事情を物語る好資料である。
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城・関・館について

城

岩手県における古代の城は四城ある。いずれも国(政府)

によって造られた城である。

一は、延暦21 (802)年、坂上田村麻呂将軍によって作ら

れた胆沢城であり、多賀城から鎮守府が移された。す在れ

ち胆沢城には、行政府と鎮守府の両様の機能があった。八

丁四方の築地塀の内部に、政庁域や官衝域が設けられ、律

令制に則った統治を図っていたのである。また、その一環

として、この地方を方位で企画した可能性がある。たとえ

ば真南二里半の明後沢に高大寺、真北二里半の門岡村に北

大寺、東二里半の軽石村に高大寺、西二里芋に十条院(後

の永徳寺)を建て、五里四方を府内としていたのではをか

ろうか。検討に値する課題であろう。

鎮守府としては、南の高大寺を遠見寺とも呼んでいた可

能性がある。胆沢郡の南端衣川村と、北大寺の上の山を国

見山と呼んでいるが、展望がきくところからして軍事上の

要地であったことの反映かとも思われる。

また、倉沢村(大同元-806-年に、胆沢郡を割いて江刺郡

を置いた)、白鳥村(前沢町)、小山村・若柳村(胆沢町)の4

ヶ所に「方ハ丁(囲)」という地名が残っていることはそれ

らに鎮兵の支団地が置かれた可能性もある。

江刺市の鶴艦と三照の曲り角の台地に「伝城(蔦木)」と

いう地名が存在することは、ここに煙火櫓があったことを

示すとも考えられるし、同様の地形である田茂山(羽田町)

百岡(金ヶ崎町)、片岡(岩谷堂町)、岩城(門岡村岩脇)な

どには連絡の櫓が存在した可能性がある。鎮守府の防備の

陣を毒していたものであろう。

伝城と片岡には土塁・堀跡と思おれるものが存在し、伝

城からは金環を表探し、片岡からは布目瓦・曲玉等が採集

された由であるが、その証佐とも考えられよう。

二は、延暦22 (803)年、坂上田村麻呂によって造られた

志和(波)城である。胆沢城と同じく高二里芋に高水寺

(矢巾町、旧高清水村)があるし、雫石川から水を引いて城

内に田園を開いて、現地人への生活文化の改善指導にも力

を注いでいた可能性がある。未だ郡も置かれていをい段階

で、開発を先行させていたのであろうが、度々の水害で城

として不適地となり、兵千名を残して、南方の北上川に近

い徳丹へ城を移すことになる。

調査指導貴 司 東 夷 雄

三は、弘仁4 (813)年、文展綿麻呂が造った徳丹城であ

る。この城も胆沢城と同様に、その内部に田園をもってい

た可能性があるし、和賀郡黒沢尻村と稗貫郡宮野目村に残

る「方ハ丁」という地名は、この城の支軍団の名残りの可

能性がある。また、南方の城山、西方の煙山という地名も

煙火櫓等の施設の反映とも考えられよう。

四は、嘉応2 (1170)年、藤原秀衡が鎮守府将軍に任じ

られた時、胆沢城の鎮守府へ赴任せず平泉へ鎮守府を置い

たとされる。平泉の祇園社と三日町の間に「囲」という地

名が残っているが、あるいはここであったかもしれ老い。

完成しても源頼朝によって破却されたとみえ、地名にのみ

「囲」が残ったものであろうか。

次に触れておきたいのは、宝亀11 (780)年に、胆沢の賊

を討っために造られた党籍城についてである。その擬定地

は先学により数多く示されてきているが、金ヶ崎町の鳥海

柵跡を含む地域もその一つであろう。

天喜5 (1057)年、安倍頼時が戦死した鳥海柵の同辺で、

奈良時代遺構のある西根遺跡である。過去の学術調査で8

世紀代の提瓶が出土しており、また堀・土塁等も残存する。

この城は広い地であったとみえ、胆沢城の東北隅に「カ

クベツ」の地名が残っている。 「祭」は泥亀のことである。

古代は亀を奇瑞の兆としていた。北上川辺に現在でも生息

している。当時この辺へ大泥亀が出たので柵名と地名も党

籍と在ったのでもあろうか。

天平9 (757)年、大室駅から和我君へ従った帰服の現地

人がこの地へ土着し、赦地名で鳥海村とし、その子孫達を

造成の人夫として竣工したものとも考えられる。

この年、多賀城から紀広純将軍が党籍城に合流し胆沢の

賊を討つ計画であった。ところが、伊治城に入・二たところ

で伊治公営麻呂に殺されてしまう。そのために、党籍城も

4ヶ月で幻の城とをってしまった。

擬石地についての検討課題として提起しておく言

岩手県には、軍防令による関門が二時期にわたって畳か

-
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れた可能性がある。

一は、光廣の乱の際である。陸奥田津軽部の現地人が反

乱をおこし、出羽園秋田城と近郊を潰滅させた。勅命で鎮

守府から二千の兵を送ったが、兵達は二団にわたって逃亡

を企てた。津軽から、反乱をおこした人々が胆沢城へ向か

って来るとの情報が入ったことは、上手然考えられる

先度4 (880)年、鎮守府将軍は胆沢城を守るために胆沢

郡外に関門を設けたのでこまなかろうか。その候補地として

旧江刺郡広瀬用の北岸、東海道筋の内倉沢がある。昭和24

年農作業中に9世紀代の土師器杯が出土し「劇」の壁書文

字が見られた。これは岡上の門の意味である÷ この辺は関

の下の地名である。その上に三関村、二関村、一関村があ

り〇・関村には柿木という地名もあり、閲兵を配した「垣の

柵」の名残りとも考えられる。

磐井郡にも一関村、二関村、二関村があり、三関村の丘

上には館跡も見られ、兵を置いた場所と考えられる。

二は、永承6 (1051)牢、陸奥国司藤原登任が、押領便

安倍頼良を討伐するため、衣川村に閏を置いた際であろう、

六郡のうち、その子供達へ与えていた柵と、一族を置いて

いる柵との分断策であったろう。関役人には藤原結滞、平

永衛を置き衣関といった- 衣川要害に本拠のある安倍頼良

の娘二人は共に関役人の妻になっていた言結滞の妻に生ま

れたのが清衡である。

康平5 (1062)年、衣関は破却され、行政区も磐井郡平

泉村へ替えられた。その関所跡へ、大治元(1124)年、多

宝等、中尊堂、金色堂、経蔵などが建立され、基衡の時期

の保延6 (1140)年には中尊寺一十月となったものであろう。

楕

柵は、多賀柵、桃生柵、党籍柵など、城に改められる前

から存在した〆

河岸段丘上に、太柱の上部を削って尖らし、少し埋め、

土を盛り土塁とし、柵列の囲いとした 内側は2へ3の郭

に仕切る。郭と郭をつなぐ土橋も造られたこ

典聖的和利ま、安倍氏の鶴艦棚卸に残存したという。当時

は柵の直下を北上川が流れていたらしく、北上用坤の段丘

は土塁、土塁の内側は空堀で道となっており、郭が3つ続

き、両側に溜池があり、裏手には柵を守るがのように長い

水田となっていたという/

隣村の二蕪村の比浦柵も郭も構造が類似していたといわ

れ、東端は10間ほどの深い沢となり、北側の柵下はl聞轟

の丸太の柵であったという。西側の郭の切れ口の一部は、

一
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現在でも照岡中学校側から見ることができる。

この2柵は、あるいはセットとして存在した可能性があ

る一 同様に、瀬原柵と白鳥柵(卯木)、鳥海柵と白糸柵(金

ヶ崎町諏訪神社周辺)、黒沢尻柵と鶴渡柿 間、鳥崎)、脚=柵

と嫡戸棚なども、いずれもセットををしている。

晒行太平記』に、安倍氏の諸柵の記述が見えるが、磐井柵

(柵の瀬の柵が、瀬原柵、大麻野柵、鳥海柵、鶴脛柵、比

浦柵、比与鳥柵、厨川柵、纏戸柵、その他とある。黄海柵、

小松楯、黒石の安倍柵などがその他のうちであろうか。卯

本というのは、卯の花の咲く空木の垣か。鬼柳町の卯木か

らは11世紀の土師器片と碁石10個が出土している。

綿

飴とは狭い城のことである〔範囲は夫であっても小であ

っても守りの拠点としての形をなしているので館といった。

建物を含む楯である弓 大館、小飼、東館、西館、上館、下

館、一の台、二の台などとセットで存在したと考えられる

館名も多く見える[

清子館、漆阜(漆の割木の柵列か)、柿木(垣の城)、梅木

(理木の柵が、卯木(空木の生垣か)など回高貴、地形か

らした館名であろう。

築館は自然の台地を、守備に適したように加工した館で

あり、城輪、箕輪、日輪、樽柵など震手偏の陣形を名称と

した営地である。

要害には二極ある/一十ま、無建物、平常時には人がいな

い磐で、金ヶ崎町永徳寺への途中に存在したという。陸前

謝出直の両替は、気仙方言で要害のことである。上に館跡

があり神社になっているこ

こは、館の建物を守るため周囲までの竪めを含んでいる

ものである. 『前太平記』に「安倍頼良は衣川の要害に住し

ていた」とあるのは、同園の竪めまで含んでいたのである。

陸前高田正作的町の董館、江刺両石関の茶目城、臥牛城、

柄杓城などに、その形状からの命名である。

斉羽場城は弓矢練習場が城になったものと考えられる.

岩脇は、岩が層風のようにそそり立っている丘の上に古

城した城、即ち岩城であろうっ

岩崎城は、北上吊黒岩と和賀町にあり、いずれも舌状台

地上に、引地した城で、地質からの命名であろう。

兵部館、内膳館のように、館主の名で呼ばれる城もある。

頻々孫城のように、地名そのままを城名とし、城主もま

た前姓を棄て、地名を以って新姓としたものである。



館名は忘れられているが、稗貫郡太田の鼻歌寺、雫石町

広嚢寺、江釣子村江釣子神社、川崎村浪分神社のように、

その跡と考えられる地が社寺とをっている所もあり、金ヶ

崎町法案寺、陸前高田市光照寺、気仙町金剛寺のように墓

地一帯が南北朝期の館跡と考えられる地もある。和賀町藤

根の稲築神社の地は安倍館と呼ばれるが、館主は不明であ

る.

江釣子城や平泉町花館の如くに校地等になって詳細不明

となっているところ、北上市二子城や大東町横沢館のよう

に公園化しているところもある。

花泉町二桜城、朝日館、紫館は貴による椎名である。

向城といってセットを思おせる名称もあるが、角懸城の

ように向城がありをがら忘れ去られている地もある。

一見孤立した館のように見えるが、現地へ行ってみると

「見張る」とか「伝える」ための施設が併存していること

が多く、これらを組みあれせて館が成立していると考える

べきであろう。仙台博物館蔵の「仙台領内城要害図」とい

う絵図面には、館の位置はもちろん、見張りの山も記され

ている。これこそ、館や城の実相を示していると見るべき

である。

馬場先という地名も多い。羽場の地名と同様に付近に館

が存在することを思おせる。館と結びつけて考えるべきも

のである。

次に時代性についてふれよう。平安時代初期の城は、す

べて低地に築かれている。胆沢城は胆沢用から、志和(波)

城は雫石川から、徳丹城は岩崎川からそれぞれ水を引き、

城内に堀をもち田園を耕した可能性がある。

平安時代も中期にをり、安倍氏が磐井、胆沢、江刺、和

賀、稗貫、斯波6郡の押領使(管理者)に在ると、領地を

多く所有するように在り、北上川沿岸中心に、段丘上にブ

ロック型の柵を設けた。東館、西館という型は安倍氏の柵

に準ずる館と思われ、古い形式に属しよう。

藤原清衡が豊田城に任したころまでは、たとえ舌状台地

であっても、段丘上に単式のブロックの城の形式をとる。

秀衡の頃になると、平泉の判官館のように丘頂部にも館

が構えられることも見え始める。

をお、安倍氏時代には小松楯と書かれた字も、しだいに

館と記されるようになってくる。

鎌倉時代から山城が出てくる。また、地頭の館を城と呼

び、支城や重臣の屠所もすべて館と呼んでいた。地形に従

い、あるいは戦略上変化のある館が見られるようにをる。

古い山城は「帯」という浅堀の道が二段めぐらされること

が多い。
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鉄砲が導入されると高い土塁とをってくる。大原飛弊守

の如くに、かって藤原清衡が築いた新山寺廃寺(T)跡地を利

用し、新山城とした例もある。

県南部地方は、石巻(宮城県)に本城をもつ葛西氏のも

との千葉六党によって、磐井、気仙、胆沢、江刺が分割支

配され、党人各々がさらに村々に家臣を配し、馬上侍も各

々館をもち有機的結合を図った。

戦国時代末期に在ると、鉄砲による防禦による構えで、

本丸、二九、三九、内堀、研型の型ができてくる。

堀は古代からあるが、薬研堀は馬が足を折るように掘ら

れ、戦国時代末以降の堀は灰や泥で深く水をたたえるよう

になった。

二重の櫓門は、窓から鉄砲を持つ建物となった。花巻市

烏谷ケ崎神社の門は、かっての和賀郡二子城の大手門であ

る。

江戸時代にをると、盛岡城のように大名の城として、本

丸に天守閣、二九、隅櫓、堀、惣門、内丸という構えとな

った。

花泉町湧津・金沢、気仙町今泉、前沢町、岩谷堂町のよ

うに、町割の中に樹形が見られるところもあり、戦略的に

は敵にとって迷路となっている。江刺市野手崎の小梁川氏

の館のように、幕府の許しを得て惣円内に樹形を置き、出

陣の際、隊の人数を目算するほか、攻撃された場合の迷路

としたものや、また望楼の地に祖霊社を建てる例もある。

遠野市の南部氏支城について珍しいのは、瑞諒院本堂の

建築である。広廊下と内陣は鴬張りであり、殿様の御座問

は襖が忍び返しであり、殿居侍の密詰所にな←タでいる。

水沢市正法寺は、太閤代官として胆沢、江刺郎仕置に来

た石田三成の本陣であり、和賀郡では浅野弾正が光林寺を

本陣としたが、瑞応院のような本陣建築ではなかった。瑞

応院本堂は今は幻となってしまった。おそらくは、京都桃

山伏見城の御座間の模倣ではなかったがと思れれる。

J上土、城館調査等に開通した留意点について簡単にふれ

てみた。胆沢城の府内観、点在する方八丁の解釈、煙火の

存在、党籍城の擬定地、関門の存在、地名の解釈等には多

くの仮説を含んでいるが、今後の検討課題の-・つを提示し

たいとの意図のもとに、あえて記述したものである。



岩手県城館跡の一類型
-いれゆる蝦夷館について-

東北地方の古代城柵については、律令国家が設けた城柵

・官衝と、「前九年・後三年の両役」の時代の柵が知られて

いる。前者については、発掘調査によってその実態が徐々

に解明されつつあるが、後者については不明を点が多く、

その発展過程についてはまったく究明されていないのが現

状である。

にもかかわらず、この東北地方には城柵・官衝や柵に対

応するものとして、蝦夷自身の城郭、すなおち「蝦夷館」

というものの存在が伝承されてきた。こうした伝承は先住

民に対する推量から生じ、古代とか中世とか時間的序列の

詮索を必要としをい昔語りであった。

ところが、これに学問的見解が加おって「チャシ」とい

うアイヌ語が付され、加えて中世城館との区別がつけがた

いために、構造単純で小規模を館(タテ)の前身がチャシ

と考えられるにいたった。しかし、未だに外観構造による

推定に依存しており、解決をみていない。

この間題は発掘調査によって解決するより方法はないお

けであるが、これまでの成果を基礎として、ある程度の仮

説をたてることはできる。

館跡の構造が単純だとか、小規模だとか、人里離れた山

間部に所在するとかの理由で、蝦夷の館跡とするのは誤り

であるが、囲部内に竪穴式住居跡が群在したり、園部施設

が存在しなくとも、きれめて生活不便と思おれる高所にそ

れらが存在する場合、その集団の防禦的立地かと思われる

場合もある。ただし、この場合も、竪穴式住居跡と園部遺

構が同時存在であるという確証は無いし、生活不便とはい

っても、生産様式の違いによっては、人々の行動範囲も異

なってこようから、いちがいに断定はできないおけである。

東北地方において、在地民の古代城柵としてその実態が

明らかにされた例に、秋田県横手市所在の大鳥井山遺跡が

ある。そのほか、岩手県では、一関市泥田山遺跡や、岩手

町沼館遺跡のように、堀跡内部から平安時代中期以降の遺

物類が検出された例もある。しかし、文献上明らかを盛岡

市厨川柵跡や、金ヶ崎町鳥海柵跡、紫波町比爪館跡、平泉

町関山中尊寺を含めて、当時の遺物検出はあっても防禦施

設の遺構は明確にされていない。

大鳥井山遺跡は、桟手申右岸の段丘状丘陵部に所在し、

通称大鳥山、子吉山、台所館という地形的区割からなる三

館で構成されている。これらのうち発掘調査されたのは子

吉山の約2haであるが、空堀に沿う柵列のほがこ、浅い住
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唐様竪穴遺構と掘立柱建物跡がセット関係にあるかのよう

に、数ブロックで確認されている。それぞれが家族単位的

であり、これらが全域に広がっているとすれば「集落保基

的」遺跡ということができる。すなわち、この大鳥井山遺

跡に限ってみれば、弥生時代の環濠集落と中世の城館との

中間的を要素が認められるのである。

大鳥井山遺跡は、大鳥太郎頼遠の居館、大鳥井柵と通称

され、その造営年代は「後三年の役」の合戦と発掘遺物か

ら、 11世紀中葉を盛時としている。そこで注意されねばな

らぬ点は、この年代に至った仙北地方や北上川流域では、

竪穴式住居から多くは掘立柱住居に移行していると考えら

れることである。したがって、それ以北の地方において、

今もって明確に窪んでいる竪穴式住居跡も、それ以前か、

逆に中世の住居棟竪穴遺構である可能性も考えられるわけ

である。

平安時代の竪穴式住居跡が内在する館跡で、広大な面積

が発掘された例に、秋田県鹿角市の乳井遺跡や、青森県大

鰐町の大館遺跡がある。しかし、これらの調査報告書でも

韓穴式住居跡と園部した堀との同時性は明確ではない。

以上のほがこ、擦文期の竪穴住居跡と園部する堀が同時

だという青森市蓬田の大館遺跡があるが、この例のはかこ

同類を求めることは、今のところ困難である。

以上のほがこ、園部施設は伴わないが、登降困難を山頂

部や丘陵斜面に竪穴式住居跡が分布する例も多い。たとえ

ば、岩手県西根町子飼山遺跡は、谷底からの比高100m以

上の高所であり、狭い山頂部に4へ5棟の竪穴群がある。

また、その北西約3kmの、同町暮坪遺跡は、比高約80mの

丘陵状台地で、数10棟の竪穴群が存在する。

いずれも丘陵基部はほぼ同レベルで奥地へと続いている

が、谷の傾斜は急であり、その登り降りは困難で、飲料水

の確保等から考えれば、近谷秀雄氏が主張するように、高

地性防禦集落をのかもしれない。しかし、この場合も、生

産圏がさらに高地にあり、竪穴群のある尾根突端から基部

にかけて、平地から高地への道に当っていることも考えら

れる。

こうした山間集落跡は、現在のところ、北上川中流域か

ら北部にかけて多く報告されているが、県北部においては

かなりの高所や傾斜面に構えられた集落跡の発掘例も増加

している。これらについても防禦施設が付帯されているの

であれば、その立地的性格を規定できるのであるが、その



度合いは感覚的に判断せざるを得ない段階にある。

防禦の必要度は、社会の未組織的段階ほど高いわけであ

るが、防禦施設の出現と兵の組織化に一体的なものであり

その実体化は一定の発達段階にあることは城郭史からいっ

て明らかである。

蝦夷(偉囚)を対象として考えれば、元慶2 (878用三の

乱などからして、北奥の集落民は、きれめて兵的性格を帯

びた段階にいたっていると想定される。しかし、その組織

化は安倍氏や清原氏といった大族長に淘汰される過程にあ

り、そうした中の拠点的集落こそ防備の必要性か高かった

と考えられる。『陸奥請託』などからすれば、そ\7)数は地侍

の数ほどあった中世城館の比ではなく、領主的居館として

定型化していなかったことが予想される。

城館跡等出土の陶磁器

岩手県内における古代から中・近世にかけての出土陶磁

器は、 90余りの遺跡で確認されており、発掘調査遺跡の増

加と相侯って、各種の資料が漸増している。従来、陶磁器

の出土遺跡は、主として経塚・墳墓・寺院跡等であったが

城館跡や集落遺跡からの出土例が増加し、国産品のみなら

ず多様な舶載陶磁器が広子伸二分布していることが明らかと

なり、さらに宮衛・城柵跡においても新たな資料が発見さ

れている,_

1. ’占術・居館跡等の陶磁器

平安時代から鎌倉時代にかけての陶磁器は、 ’宮衝・城柵、

居館、寺院、経塚、集落等40余の遺跡から宮口二している。

延暦2 (802)年の造営とされる水沢口碑l沢城跡からは

9世紀後半から1()世紀前半の施紬陶器及び舶載磁器合せて

400余点が発見され(詫1)、弘仁2 (813)隼に志和城か

ら移転造営された矢巾町徳丹城跡からは、緑和瓦や疾粕陶

器が出土している(誌2)。前者には畿内産の緑翻陶器、

東海産の灰和陶器があり、碗・皿・甑・壷・香炉等が含ま

れる。また、中国産磁器には越州窯系青磁碗・皿・鉢・耶

州窯系白磁碗・皿等20点があり、いくつかに器形分類される。

宮衝跡のほかに、 10へ11世紀の施柵陶器をI旧こする遺跡

には、北上川流域の集落遺跡(誌3)と「定舘寺」とされ

る北上市極楽寺跡(詫4)がある一 いずれも幾回・束海産

の緑・疾柵碗・皿・壷等がlへ2点出土しており、分布状

況とともに注目されるものがあるっ

奥六却;を支配した安倍氏の柵のうち、鳥海柵擬定地の金

ヶ崎町鳥海A ・ B遺跡と、これに隣接する西根遺跡(註5)

からは、輔骨燐や渥美袈裟捲文壷など、 12世紀の菓海産薫

器系陶器が出土している,-

平泉藤原氏に開通する遺跡では、藤騎前衛・基衡の居館

と伝えられる平泉町制之御所跡から、植也雇の土師質土器

や須恵器系の壷とともに束海産の施翻陶器、中国雇の陶磁

器が多量にみられる。東海庵には常滑壷・二筋壷・鉢、渥

美袈裟捧文壷等があり、舶載晶には同安窯系青磁櫛描文碗

調査員 昆 野 鶴

竜泉窯系青磁達弁文皿・瓶、膏白磁令千・梅瓶・水注、白

磁碗・皿・鉢・囲耳壷・梅瓶、褐粕壷等各種に及び、窮16

次調査までに東海産食器系陶器560点、須恵器香陶器70点、

輸入陶器80点余りに達している(註6)。土師質土器に比し

て出土点数が少をいが、毛越寺や中尊寺・同辺の遺跡(詫7)

から十十日二する陶磁器組成に共通する点が多い。

そのほか、藤原清衡の平泉移転以前の居館とされる江刺

市豊田城跡(註8)から、白磁櫛描文囲耳壷が発見され、

清衡の千滴綱の居館紫波町比爪館跡(謹9)に言草う磁玉縁

碗・水注等が出土しているこ また、東和町丹内宮申社経塚

(謹10)に白磁叩耳壷が湖州鏡とともに出土する(註10)

ー10 -
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陶磁器出土主要遺跡分布図



など、 12世紀後半には中国産磁器が北上川流域に広く搬入

されていることが推測される。また、東海産の陶器は、浄

法寺町天台寺経塚等馬渕用支流域(謹11)にも及んでおり

宗教遺跡を中心に同様の経路を経て浸透していることが描

摘されるが、なお限られた受容段階が推測される。

2.城館跡等の陶磁器

鎌倉時代以後中世の陶磁器は、平安時代末期から存続す

る居館跡等を含めて26遺跡から出土している。しかし、中

世前半の遺物は全体的に少なく、室町一戦国時代の陶磁器

は著しく増加し広汎に分布する。

13-14世紀では、源頼朝によって本領安堵された清綱の

子俊衝の居館比爪館跡に竜泉窯青磁筒形香炉、柳之御所跡

に常滑壷、瀬戸聞耳壷、竜泉窯系青磁皿・花瓶等(註12)

がある。ほかに、花巻市古館遺跡(註13)に同青磁花文貼

瓶、水沢市膳性遺跡(註14)に青磁椀、青白磁唐草文梅瓶

が出土している。

14世紀後半から15世紀にかけては、和賀氏の臣鬼柳氏の

居城とされる北上市丸子館跡(註15)から、瀬戸黒褐柵壷

・灰袖瓶・碗・皿、美濃天日椀等の国産品と青磁無文碗・

皿、白磁皿等の舶載品の出土があり、豪族屋敷跡の繋Ⅲ遺

跡(註16)には、瀬戸疾和卸し皿・折線深皿・瓶等の東海

塵灰粕陶器と輸入品の青磁椀、白磁椀がある。いずれも若

十の地方窯陶器を伴っている。

15世紀後半から16世紀の陶磁器は、城館遺跡を中心に著

しく増加するこ北上川本・支流域には、紫波町柳田館(註

17上石鳥谷町大瀬川館(註18)、北上市鹿島館(註19)、和賀

町岩崎城(誌20)、江刺市岩谷′登城(謹21)、金ヶ崎町f帥」館

(註22)、大東町伊勢館(謹23)、干概町牧の菜館跡(註24)

等があり、馬渕帖荒城では、一声町一言城(註25)、二戸市

九戸城(註26)、沿岸の宮古市金浜館跡 嵩圭27)等があげら

れる。出土点数に多少があるが、主として瀬戸・美濃の東

海産施柵陶器と、中国陶磁器・朝鮮陶器であり、在地産等

の陶器が散見される。

国内産の施柵陶器には、瀬戸庚柵皿・卸し皿・鉢・群・

褐軸壷、美濃灰柵碗・皿等のほか、天目茶碗・茶人・茶壷

をどの喫茶用具、水滴等の文房具類があy主 中国産青磁を

雛形とする灰柵線描達弁文碗・皿などが多い。また、常滑

輩、殊州系播鉢、土師質皿・香炉・火鉢等がみられる。

中国明代の陶磁器では、青磁無文碗・雷文帯碗・線描達

弁文碗・陵花皿・菊花皿・盤・袴腰香炉・酒会壷、白磁碗

・皿・盃・水注・梅瓶、染付碗・皿・盃、赤絵皿等がある。

白磁皿には切高台皿・内湾皿・外皮皿・端反皿、染付皿に

は内湾皿・端反皿・碁筒底皿があり、器形や口径の大小な

ど器形の異なる碗・皿類が混在する。また、染付碗・皿に

岩手県内出土の主要舶載磁器
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描かれる文様には、牡丹唐草文、草花文、蕪薬文、渦状文、

玉取獅子文、十字軍文、電文、菱格子文、折桟文、人物文

寿字文等があり、「福」や「大明年造」等の銘をもつものが

含まれる。これらの大部分は食膳用具であり、大型品や優

品はほとんどみあたらをい。

16世紀末から17・ 18世紀における陶磁器は、柳田館、伊

勢館、牧の菜館、九戸城跡(註28)等の中世末期からの城

館遺跡に若干の出土があり、その大部分は国産品によって

占められる。唐津疾柵皿、唐津系青緑粕皿、志野皿、美濃

灰柵皿・天日腕、伊万里染付碗・皿・青磁碗・皿等があり、

しだいに伊万里系染付碗・皿や東海産の陶磁器とともに花

地窯雑器が増加している。輸入品では中国清代の染付皿が

認められるにすぎない。

そのほか、 18世紀後半から19世紀末までの遠野南部索27

へ32代の墓所出土の陶磁器40余点等、墳墓から出土する陶

磁器がある。

3.城館跡出土陶磁器の特徴

古代における陶磁器は政治的要因に負うところが大きい

が、中世城館跡出土の陶磁器はその組成や特徴によって大

別4期に分けられる(

前期の12へ13世紀は、圧倒的な比率を占める輔曜i土器

に東海産の毯器系陶器、須恵器系陶器、舶載陶磁器を伴う

段階である。前者には轟、輩、鉢があり、その大部分は常

滑・渥美産の登である。後者では青磁碗・皿、白磁碗・壷

のほか、膏白磁の合“子等著千が含まれるが、白磁が舶載晶

の60%以上を占め、椀に比して聞耳轟が多く、器種が限定

される傾向がみられる。

中期の14へ15世紀は、舶載品が減少するなど全体に希薄

にをるが、青磁の大型品や優品が散見される。同国産では

瀬戸灰袖碗・皿・瓶、美濃天日椀等の施柵陶器、珠洲系揺

鉢や地方悪寒・壷等の蕪柵陶器があり、瀬戸朕柵陶器が主

体をなす二舶載晶では青磁碗・皿・瓶・壷、白磁皿があり、

しだ中二飲食品等の小型品が増加する。

後期の16世紀には多種多様を陶磁器が多量に搬入され、

ことにも舶載品が国内産を凌駕する。国内産には、瀬戸・

美濃灰柵碗・皿、天日腕、常滑賽等のほか、文房具・茶器

等の施柵陶器があり、美濃灰粕碗・皿が著しく多い。土師

質土器には香炉や火鉢等があるが、中期と同様きれめて少

量である。舶載品は青磁、白磁、染付、赤絵の碗・皿・盃、

褐柵壷等であり、大量生産される小型品の食膳用具がほと

んどを占める。

末期の16世紀末から17世紀前半にかすては国産品に転換

する過渡期と解され、輸入陶磁器が途絶え、国産の唐津灰

袖皿、美濃・志野皿等があるが、絵唐津や美濃折線皿など

未確認の資料も多い乙

県内における城館出土の陶磁器は、武士階級(7)成長とと

もに浸透し、御家人層からしだいに「館持」武士階級を中

心に受容される過程と把えられる。舶載品の輸ノ、塩が増大

する第3期はもっとも受容層が拡大する段階であり、その

内容は土師質土器の減少や国内産製品の産地別比率の相違

等、特異性も指摘されるが、国内状況に共通する点が多い。

註1 水沢市教育委員会19鉱 胆沢城跡 昭和58年息巻掘調査概

報

奈良県立橿原考古享研究所附属博物館1984 奈良・平安の

中国陶磁ほか

2 矢巾町教育委員会1984 徳丹城跡 昭和58年度瑳掘調査概

報ほか

3 伊聴博幸1984 岩手県考古享全発表資料ほか

岩手県敦干f委蹟会1979

調査報告書量

4 北上市教育委員会1972

5 岩手県教育委員会1981

調査報告書Ⅹ

6 平泉町教育委員会1983

・ 12次発掘調査既報ほか

7 岩手県教育委員会1980

調査報告書Ⅴほか

8 江刺串1982 江刺市史

9 紫波町教育委員会1983

語ほか

10 東和町教育委員会1961

喜ばか

東北縦貰自動車道関係埋蔵文化財

北土市極楽寺跡

東北縦貫自動車道関仇聖殿文化財

制之御所跡発掘調査報告書∴窮Il

東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財

窮5巻

比爪館遺跡 窮6次丸和調査報告

東和町科内同神社経埼寮拙調査報

11板橋 源1959 天台等土踏まず丘発掘記 岩手実字研究

所収

12 平泉町教育委員会1984 柳之御所跡発掘調査勧告書 籍13

・ 14・15・16次発拙調査既報

13 岩手県文化振興事業囲埋蔵文化財センター198(・理蔵文化

財調査略報 昭和60年度

14 岩手県理蔵文化財センター 金ヶ崎バイハス関輝隻脚発掘調

査報告書Ⅱ

15 北口i教育委員会1983 丸子館遺跡発掘調査陣門i 北口予

立博物館研究報告 窮4号所収ほか

16 岩手県埋蔵文化財センター1980 御所ダム連詩輔車遺跡発

掘調査報告書

17 岩手県教育委員会1980 東北縦貰自動車道関係坤蔵文化財

調査報告書Ⅳ

18 同1981同Ⅷ

19 北口i教育委員会1975 鹿島館遺跡調査報告書I嵩か

20 和賀町教育委員会1967 平安初期郡街遺跡 岩崎城の発掘

21岩手県埋蔵文化財センター1984 埋蔵文化財発掘調査昨報

昭和58年度

22 同1983 館山遺跡節2次発掘調査報告書

23 大東町教育委員会1984

24 千既町教育委員会1981

25 臆臆一戸町教育委員会1982

報告書Ⅱほか

26 二戸「串教育委員会1985

27 岩手県埋蔵文化財センター

28 二戸布教育委員会1983

誓書

29 遠野吊教育委員会1978

30 岩手県群青委員会1982

調査報告詐Ⅹlほか

伊勢館追跡発掘調査報告書

発掘調査

一戸バイハス関係埋蔵だ化財調査

表商標集遺物ほか

1985 岩手の遺跡だが

橋場(九戸城跡)遺跡発掘調査報

遠野南部素墓所改葬調査既報ほか

東北縦貰自動車道関係坤蔵文化財
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城館跡等出土の穀物類

岩手県内で穀物(籾痕を含む)の出土した遺跡は、現在

まで44に達している(注l)。時代毎の内訳は、弥生時代5、

古墳時代3、古代(奈良一平安時代) 20、中世11で、時代

不明が5となる。古代のうち、奈良時代まで遡るのは2し

かなく、平安時代が大半で17を数えており、県内では平安

時代に在り穀物の出土例が急増していることを示している。

平安時代の遺跡は、調査例そのものが、他の時代に比較

して多いことにもよるが、弥生時代から奈良時代までの出

土例がいずれも籾痕で、穀物そのものが出土していをいこ

とや、平安時代以降、籾のほがこ大麦・小麦・小豆・粟・

調査員 高 田 和 徳

などの穀物を伴っていることから、あるいは生産力が向上

したことを裏づけているのかもしれない。中世にをると、

大半が城館跡からの出土であり、城館跡では調査例に比較

し、その頻度が高いこともその特徴となっている。

以上の遺跡は、小田島禄郎により報告された浄法寺町銭

瓶平、岩手町竹花遺跡のように、戦前に調査されたもの(註

2)もあるが、ほかはいずれも戦後の調査によるもので、

しかも昭和45年以降の大規模開発に伴う調査で出土したも

のが多い。

付表 岩手県内出土の穀物類について(平安時代以降)

No. 遺 跡 名 種 別 所 在 地 時 期! 出土穀物の概要 調査年度 

1 胆 沢 城 城 柵 水沢市佐倉河手渋田 平安(9C) 南(掘立柱建物跡柱穴) 昭和29へ31年 

2 真城雷神 集 落 水沢市真城雷神上野団地 
! 平安草 l 昭和48年 i 

3 猪 谷 地 集 落 江釣子村猪谷地 平安(9へ10C) 籾(土師器蛮)、籾塊(竪穴住居址) l昭和48、49年 

4 機織山Ⅱ 集 落 一関市機織山 i 平安(10C) 籾塊、小豆(土師器蛮) 昭和50年 

5 厨 川 柵 城 柵 盛岡市前九年 平安 南 昭和32年 

6 下谷地B 包含地 江釣子村北鬼柳 平安(9へ10C車痕 昭和49年 

7 上平沢新田 集 落 紫波町上平沢新田 平安(9へ10C車 昭和50年 

8 田 中 Ⅲ 集 落 一戸町岩館字田中 
! 

昭和52年 平安(10C)甲(竪穴状遺構) 

9 田 中 Ⅳ 集 落 一戸町岩館字田中 平安(9へ10C) 籾(竪穴状遺構) l 昭和55年 

10 馬場平2 集 落 一戸町岩館字馬場平 平安(10C) i 小麦(竪穴住居址内の木製容器) 昭和52年 

11 上 野 B 集 落 一戸町一戸字上野 平安(10へ11C) 籾痕(土師器内黒埼) 昭和59年 

12 江刺家Ⅳ 集 落 九戸村江刺家 
I平安(10へ11C) 

籾、粟、小豆、大麦(竪穴住居地内の容器) 昭和56年 

13 野 田 集 落 野田村中平 平安 米 

14 銭 瓶 平 集 落 浄法寺町銭瓶平 平安 籾痕 大正9へ13年 

15 竹 花 集 落 岩手町一方井手竹花 平安 匡(米か籾か不明)
l 

大正9へ13年 

16 月l向 Ⅲ 集 落 九戸村伊保内字川向 平安(10C) 南痕
! I 

昭和55年 

17 長者屋敷 集 落 松尾村松尾大花森 平安 籾痕 昭和弘へ55年 

18 五 庵 I 集 落 浄法寺町駒ヶ嶺字五庵 平安、中世 粟、稗(平安、竪穴住居址)、麦(中世) 昭和59年 

19 柳 田 館 城 館 紫波町中平手片寄 中世(16C) 南(米、籾塊)、大麦粟、小豆、粟 昭和50、51年 

20 大瀬川館 城 館 石鳥谷町大瀬川 中世(16C) 籾(米)、大麦、小麦、小豆、稗、ソバ、緑豆 昭和49年 

2l 古 館 城 館 花巻市中娘子字古館 中世 籾、小麦、小豆(竪穴状遺構) 昭和47年 

22 岩 崎 城 城 館 和賀町岩崎 中世(15へ16C) 米 昭和41年 

23 館 山 城 館 金ヶ崎町上宿 中世 米(掘立柱建物跡柱穴) 昭和弘年 

24 岩谷堂城 城 館 江刺市岩谷堂字館下 中世 量(遺構外) 
! 

昭和58年 

25 伊 勢 館 城 館 大束町鳥海字清水 中世 南(土損) 昭和57年 

26 繋 Ⅱ 集 落 盛岡市繋字湯の館 中世 甲殻 昭和50年 
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穀物類出土遺跡分布図

ら17世紀にかけての存続期間が想定されている。昭和50年

から51年にかけて調査されており、籾(米も含む上 大麦、

粟、小豆が出土している。籾はほぼ全域に分散し、その他

の穀物もこれに混在した状態と在っており、 1ヶ所に偏在

することはない。籾は焼膨れするものや虫喰いのものもあ

り、二次加熱により塊状となった籾や粟もある。遺構に伴

って出土したものでなく、焼失後削平地等の形成により分

- 14
-

ここでは、平安時代以降の、中世城館

跡を中心にその概略を紹介する。

古代の城柵では、水沢市胆沢城(註3)

盛岡市脚=柵擬定地(註4)から、いず

れも昭利20年代後半から30年代前半の調

査で、lへ2粒が出土しているが、その内

客は必ずしも明らかでない。むしろ、平

安時代では集落遺跡から良好な資料が得

られており、江釣子村猪谷地遺跡(註5)

九戸村江刺家遺跡(註6)、一関市標識山

遺跡(註7)では、竪穴住居跡内の土師

器襲、あるいは木製容器から出土してい

るし、 〇一戸町の田中Ⅲ遺跡(註8)、田中

Ⅳ遺跡(註9)では、カマドをもたない小

規模を竪穴状遺構から、稲穂のまま多量

に出土している。このようを竪穴状遺構

は、県北地方ではすでに奈良時代の遺跡

でも検出されているが(註10)、田中Ⅲ ・

Ⅳ遺跡は平安時代中期の遺跡である。出

土した籾の中には、草の付くものがあり

周辺で作付けされたことは確実である。

平安時代の分布を見ると、県南部では北

上川流域沿いに限られるが、標識山Ⅱ遺

跡で小豆が出土したほか、米以外の出土

例は無い。一方県北部では、江刺家Ⅳ遺

跡で、米・粟・大豆、 -一戸町の馬場平過

跡(註10)で小麦、浄法寺町の五庵I遺

跡(註11)で米を混じえずに粟・稗がそ

れぞれ出土しており、県南部とは対照的

である。

中世城館跡では、紫波町柳田館跡(註

12)、石鳥谷夫瀬川館跡(註13)、一戸町一戸城跡(註14)、花

巻市古館遺跡(註15)でかなりまとまって出土している。

とくに大瀬川館、古館遺跡、 -▲戸城跡では、竪穴状遺構か

ら大量に出土している。各遺跡の出土概要は次の通りであ

る。

柳田館跡 紫波郡紫波町片寄字中平

南部信直の家臣である中野康実の居城で、 16世紀後半か



赦したものである。

大瀬川館 稗貫郡石鳥谷町大瀬川

稗貫氏の家臣である瀬川隠岐の居館で、 16世紀中頃中心

の城館である。籾(米)、大麦、小麦、小豆、緑豆、稗、ソ

バが、掘立柱建物跡の柱穴、竪穴状遺構、堀などから出土

している。とくに、竪穴状遺構2棟から米が出土している

が、壁に板材を並例させたl棟から、炭化物や草木灰とと

もに塊状の籾が出土しており、なかには稲穂と見られるも

のも含まれている。

ー15 -

一戸城跡 二戸郡一戸町一戸字北館、大沢

一戸南部氏の居城で、 15へ16世紀、とりおけ16世紀を中

心とする城館である。昭和弘年と57へ60年にかけて調査さ

れた。昭和馳年の調査で大規模な掘立柱建物跡の柱穴から

米塊と籾穀が出土したほか、昭和58年には、籾、大麦、小

豆、粟、ソバの実が堀跡から出土しており、とくに米と小

豆の量が多い(付 図)。平場から混入した状態となってい

る。昭和59年の調査では、張り出しをもつ竪穴状遺構や整

地面の覆土から、大豆、小豆、稗、籾、粟、小栗が出土し

ている。とくに、竪穴状遺構のl棟から、大豆、小豆、稗



が藁とともに多量に出土し、若干の籾、粟、小栗を混じえ

ている。他のl棟からは、大豆、小豆、籾、小栗が出土し

ているが、同じ遺構から釘を用いた木製容器が出土してお

り、竪穴内での貯蔵方法が多様であったことを示している。

古館遺跡 花巻市湯口町大字中根子字古館

稗貫氏の-一族である娘子氏の居城で中館とも呼ばれる。

陶磁器が出土していをいため不明であるが、 16世紀を中ノし、

とするものと思われる。張り出しをもつ4標の竪穴状遺構

から、米、小麦、小豆が出土しているが、米は焼臆された

ものや虫喰いのはがま、いずれも籾の状態で出土している。

その他、浄法寺町の五庵Ⅱ遺跡では、駒ヶ嶺館の後方の

平場で検出した掘立柱建物跡の柱穴、竪穴から籾(米)、大

麦、小麦、ソバ、粟、稗、岩崎城(註16)、館山(註17)、伊

勢館(註18)、岩谷堂城(註19)から米が出土している。

以上が中世城館跡から出土した穀物類で、大麦、小麦、

小豆、粟、稗は、すでに平安時代に出土しているが、中世

では、ソバ、緑豆、小栗の類例が追加され、おもモ穀類の

ほとんどが出土していることになる。城館跡の竪穴状遺構

から多量に出土する穀物は、兵糧のためと貯蔵であろうか。

出土穀類のうち、米については、粒形とその言一別値の比

較により、古代から中世の遺跡について対比する作業も進

んでおり、古代の北上川流域と馬渕川流域という県北と県

南部、さらに県北部でも馬渕川流域の一戸町田中IⅡ ・ Ⅳ遺

跡と、瀬円内川流域の江刺家遺跡では微妙を違いがあるが

古代の米は、基本的には弥生時代以降、東北地方に広く分

布していた矩粒を主体とし、円粒が若干含まれるのに対し

中世城館跡から出土する米は、短粒を主体とするが、長粒

も一定量含まれることから、古代から中世にかけてのある

時期に、別種の稲が導入された可能性が強い(誌20)との

見解も出されており、まだ資料も少く、地域的な偏りもあ

るが、岩手県内での稲の系譜にまで言及できうる状況とな

ってきている。

註(l) 一戸城跡 昭和59年度発掘調査既報 一戸町教育委員会Ir 岩手県内出土の穀粒について、表1、岩手県内

出土穀粒一一覧表では40遺跡を掲載したが、その他に次の4遺跡での出土を確認した。

i 巨N〇・ 
!遺跡名 種 別 所 在 地 時 期 出 土 穀 物 の 概 要 調 査 年 

ll 上野山 I 集 落 久慈市長内町 奈 良 籾 痕 昭和58年 

2 湯舟沢 集 落 滝沢村 弥 生 籾 痕 昭和58年 

3 !高 柳 集 落 滝沢村 古 墳 籾 痕 昭和60年 

4 i 竹 花 集 落 岩手町一方井手竹花 平 安 籾 大正9へ13牢 

詫(2)県下に於ける竪穴及びチャシに関するものぞの1、岩手県史跡名勝天然記念物調査報告第4号

註(3)文化財調査報告第四集 胆沢城跡、水沢市所在、岩手県教育委員会 昭和32年

註(4)厨川柵 盛岡市文化財シリーズ第1集 盛岡市教育委員会 昭和拍車

註(5)東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書X明、岩手県教育委員会 昭和57年

註(6)江刺家Ⅳ遺跡発掘調査報告書工 (財)岩手県埋蔵文化財センター 昭和59年

註(7)東北新幹線関係埋蔵文化財報告書I 岩手県教育委員会 昭和艶年

註(8)一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書I 一戸町教育委員会 昭和56年

註(9)前掲8

註(10)中曽根Ⅱ遺跡発掘調査報告書 二戸「串教育委員会 昭和56年

註(11)一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅲ 一戸町教育委員会 昭和58年

註(12)東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅳ 岩手県教育委員会 昭和55年

註(13)東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅷ 岩手県教育委員会 昭和56年

謹(14)一一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ 一戸町教育委員会 昭和57年

一戸城跡 昭和58年度発掘調査概報 一戸町教育委員会 昭和59年

一戸城跡 昭和59年度発掘調査既報 一戸町教育委員会 昭和60年

註(15)東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅶ 岩手県教育委員会 昭和56年

註(16)岩崎城の発掘 和賀町教育委員会 昭和42年

註(17)岩手県教育委員会調査 末報告

註(18)昭和57年度伊勢館遺跡発掘調査報告書 伊勢館 大東町教育委員会 昭和59年

註(19)岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(財)岩手県埋蔵文化財センター 昭和60年

註(20)佐藤敏也 SBOI出土炭化米について 前掲14 一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ所収
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